Farewell Address by 内山 哲朗
献 辞
経済学部での研究・教育に長きにわたってご尽力いただいた矢吹満男教授が定年を
迎えられ，２０１７（平成２９）年３月末をもって専修大学を退職されることとなりました。
私たち経済学部スタッフ一同は，これまでのご功績に対して『専修経済学論集』第５１
巻第３号を「矢吹満男教授退職記念号」として呈上し，衷心より感謝の意を表したい
と思います。
矢吹満男教授は，法政大学経済学部経済学科卒業，京都大学大学院経済学研究科博
士課程（理論経済学・経済史学専攻）単位取得退学後，１９７６（昭和５１）年４月に専修
大学経済学部専任講師として赴任された後，同助教授を経て，１９８７年（昭和６２年）４
月に経済学部教授に昇格されました。
矢吹教授は，『比較社会史の諸問題（大野英二先生還暦記念論文集）』（共著，未
来社，１９８４年），『現代日本の産業構造』（共著，青木書店，１９９１年），『日本の
産業構造―ポスト冷戦期の展開』（共著，青木書店，１９９９年），『グローバリゼーショ
ンと日本』（共著，専修大学出版局，２００１年），『情報革新と産業ニューウェーブ』
（共著，専修大学出版局，２００２年）等の著作をはじめ，多くの研究業績を発表されて
きました。その研究過程を振り返ってみるとき，おおよそ二つに区分できると思われ
ます。
第１は，『資本論』成立史の研究を出発点とする再生産論・恐慌論にかかわる研究
です。この領域での主要な研究業績として，「『資本論』成立過程におけるマルク
ス「経済表」の意義―マルクスによる再生産論＝恐慌論の体系化を展望して―」（『土
地制度史学』第６１号，１９７３年），「再生産論体系における利潤論の位置―『資本論』
第３巻第３篇第１５章をめぐって―」（『土地制度史学』第８０号，１９７８年），「資本制
的生産の社会的編成といわゆる『基本的矛盾』―恐慌の潜在的諸要因の措定によせて
（上）（下）」（『専修経済学論集』第１５巻第１号・第２号，１９８０・１９８１年）等が挙げら
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れます。
第２は，再生産論・恐慌論を踏まえた１９７０年代のスタグフレーション分析へと上向
を意図する研究です。ここでは，スタグフレーションに伴う世界資本主義の変動に対
応して，日米経済を軸とする資本主義の構造変化，「世界経済危機」をめぐる実証分
析を中心テーマとされておりました。主要な業績として，「現代帝国主義の構造と
スタグフレーション」（専修大学社会科学研究所『社会科学年報』第１９号，１９８５年），
「現代帝国主義の構造的危機の現局面―Stagflationの必然性と対応策の評価を中心
として―」（『専修経済学論集』第４２号，１９８７年），「スタグフレーションの克服と
不況突入の諸契機―アメリカを中心として―」（創風社『経済と社会』第２号，１９９５
年），「２１世紀初頭アメリカ資本主義の構造と循環」（『専修経済学論集』第４３巻第
３号，２００９年），「スタグフレーションからサブプライム・世界経済危機へ（上）（中）
（下）」（『専修経済学論集』第４９巻第３号：第５０巻第２号，２０１５年：第５１巻第３号，２０１７
年）が挙げられます。
こうした諸研究の展開過程と並行して，矢吹教授は，経済理論学会，社会政策学会，
経済学史学会，経済学教育学会に所属されてきました。学会活動とりわけ「ポスト冷
戦研究会」では，２００９年以降，世話人代表として積極的な貢献をなされています。
また，教育活動においては，「社会経済学入門」，「経済変動論」，「日米経済論」の
講義を担当され，スタグフレーション研究以降取り組まれてきた，大きな変動に洗わ
れた世界経済の実証分析に基づき，可能なかぎり最新のデータを取り込こんだ授業展
開を試みられ，「経済学の面白さ」を学生たちに伝えようと旺盛な努力を払われてこ
られました。
さらに学内行政上の役職として，矢吹教授は，大学院経済学研究科長，出版企画委
員会委員長等々を歴任されました。ご退職にあたっては，「入職してまもなく，専修
大学１００周年記念の会が盛大に行われました。数年後，１４０周年を迎えようとしており
ます。まことに感慨深いものがあります。１４０周年に向けて，経済学部のみならず全
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学的に取り組まれている諸改革が成功裏に達成され，専修大学がさらに発展すること
を強く願っております」とのメッセージをいただいております。
最後に，桃紅柳緑の季節，本学を退職された後もくれぐれもご健康に留意され，研
究に対する変わることのない横溢するエネルギーを発揮されるであろうことを願って
おります。そして，専修大学および経済学部の発展のために，折に触れてご協力いた
だけますようお願い申し上げます。以上，矢吹満男教授の古稀と定年でのご退職を心
よりお祝いしつつ，これまで賜ったご指導への深謝の念をこめて私からの献辞といた
します。
２０１７（平成２９）年３月
専修大学経済学部長 内山 哲朗
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